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修

  スケトウダラ(Theragra chalcogramma)太平洋系群は北方四島周辺から房総半島までの太平洋沿岸に分

布する日本最大のスケトウダラ資源である。本種は1997年から国が総許容漁獲量(TAC)を定めて資源管理

を行う対象資源に指定されて韜り、適切な資源の評価とそれに基づく管理が必要とされている。近年、水産資

源の変動に対する漁業の影響だけでなく、10年またはそれ以上のスケールで変動する環境レジームシフトが与

える影響についても注目されるようになり、資源変動機溝の角翠明とその知見に基づく環境の影響を考慮した管

理方法の策定が求められている。太平洋系群の資源量変動は加入量の変動が主な要因と考えられており、各成

長段階において加入量決定に影響を与える要因をスイッチとしたコンセプトモデルが提唱されている。そこで

本研究では、このコンセプトモデンレにおける成長段階のうち主要な漁獲対象でもある成魚期を対象とした。本

系群の主産卵場と考えられている日高湾周辺海域において、この期のスイッチと考えられる産卵時期および場

所の変動とそれに与える海洋環境の影響を明らかにすることを目的とした。また、資源管理を考える上で重要

な漁業との関係について考察した。

  第2章では成魚の分布と回遊にっいて調べ、それらに与える海洋環寛の影響を検討した。成魚の分布は、日

高湾において2004から2006年までの2シーズンにわたり索餌期の終わりから産卵期まで計量魚群探知機を用

いて時期別に観察した。同時に観測した水温、塩分およひ冰塊分布データは地理情報システムを用いて統合解

析し、魚の分布水温、塩分範囲と水塊を推定した。その結果、成魚は索餌期に道東海域などの索餌場めゝら低温

底層水(Cold Lower-layer water)に沿って日高湾に来遊し、大陸弸上の主として親潮水および親潮表層水

(warming of the sur~ace water of Oyashio)中で産夢Pfると考えられた。また従う艮産卵後もブ賠B分が日

高湾にとどまると考えられていたが、実際は親潮水に沿って道東海域などに移動していることが明らかとなっ

た。

  第3章では産卵時期の年変動とそれに影響を与える要因について検討した。まず、産卵時期の指漂として日

高湾への来遊時期に着目し、1998年から2005年に日高湾において実咆した音響資源調査から得られた分布量

の時期別変化を調べた。その結果、1999年と2000年を境とした来遊時期の大きな変化が観察され,t-oまた、

刺網漁業によるスケトウダラの月別漁獲割合も分布量と同様の変化を示したことから、1980年から2005年ま

での月別漁獲量データを用いて来遊時期の長期変動を調べた。1980年台には早い時期に来遊する魚の割合は低

かったが、1990年代に入って増加し、2000年以降再び減少していた。次に、この長期観察データと来遊時期

に影響を与える可能陸がある成魚のサイズ、分布密度にの指標としてVirtual Population Amdysis：VPA

によって推定された太平洋系群の資源量）、外部環境要因である日高湾および索餌場である道東海域に設けら

れ庇観測定点における水温、餌生物プランクトンであるrVeoć aロ珊ば鹹a血櫛量との相関を調べた。その
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結果 、早い 時期に 蒲あ ける魚 の割合 は、魚 のサイ ズと は有意 な負の 相関(n．ー―25，rニ‐0.44，p司．029）、道蔚毎

域の4月（nニニニ17，r二ニコ0．51，Pニ0．035）、6月Q1‘16，r‘0．59，P＝0．016）、10月（n．＝17，］：‘0．62，P＝0．008）にお

け る 水深 200mの 水 温 お よ ぴ M伽 ぬ ぬ sの分 布 量 （ ニ 0． 785、 n． ＝23、 pく0．001）と 有意 な正の 相関を 示した が、

日 高 湾の 水 温 お よ び分 布 密 度 を 示 す指 標 値 と i斟ロ 関 が 認 め られ な か っ た 。以 上 か ら日 高湾へ の来遡 瑚朝 は魚の

サイズと索餌期における水温および餌動物プランクトン量の影響を受けて変動することが示された。

  第 4章 で は 産 卵 場 所 の 形 成 と そ れ に 影 響 を あ た え る 環 境 要 因 に つ いて 検 討 し た 。2001およ び 2002年 と 2004

か ら 2007年 に産 卵 盛 期 の 1月 に 実 施 さ れ た音 響 資 源 調 査か ら 得 ら れ た成 魚 の 分 布 デ・ ータ を用い て産卵 場所が ど

こ に 形成 さ れ る の か調 べ た 。 ま た 、第 2章 と 同 様の 手 法 で 産 卵場 所 の 水 温 、塩 分 範 囲お よび； 水塊を 推定 し、産

卵 場 所の 形 成 に 影 響を 与 え る 環 境 要因 を 調 べ た 。そ の 結 果 、 産卵 場 所 は 年 によ っ て 変 化 し 、産 卵 盛 期 に 日高湾

に 流 入 す る 寒 冷 な 沿 岸 親 潮 水 （ 水温 2℃ 未 満 ）の 分 布 状 態 の影 響 を う け て、 噴 火 湾 口 部ま た は 胆 振 沖 の大 陸 弸

上 に 形成 さ れ る こ とが 示 唆 さ れ た 。ま た 、 産 卵 盛期 に お け る 音響 資 源 調 査 の結 果 か ら 推 定 した 日 高 湾 に おける

成 魚 の 現 存 量 と VPAか ら 推 定さ れ た 太 平 洋系 群 の 産 卵 親魚 量 を 比 較 し たと こ ろ 、 両 者の 間 に は 有 意な 正 の 相 関

（n．ニ 5，r印， 942， p‘ ニo．016）があ り、推 定量 の差は 2倍 程度で あった 。音響 資源 調査の結果がスナップショツ

ト で ある こ と を 考 慮す る と 、 音 響 資源 調 査 に よ る親 魚 量 の 直 接推 定 は 資 源 モニ タ リ ン グ 手 法と し て 有 用 と考え

られた。

  第5章 で は 成 魚の 分 布 お よ び銖 謎 知 寺 期 が漁 業 に ど の よう な 影響を 与える か検 i寸す るた め、音 響資源 調査で 推

定 さ れた 成 魚 の 分 布量 と 漁 獲 量 の 関係 を 漁 業 BI亅 に 調 べ た 。その 結果 、刺網 漁業の 漁獲量 およ び沖合 底曳網 漁業

の 12月 以 降 の 漁 獲量 は 分 布 量 と正 の 相 関 を 示し 、 来 遊 時 期 の変 動 に あ わ せて こ れ ら の 漁業 の 漁 獲 時 期も 変 動し

て い た 。 一 方 、 噴 火 湾 内 を 漁 場 と す る 定 置 網漁 業 の 漁 獲 量は 日 高 湾 の 分布 量 と 相 関 がな か っ 也 こ れ らの 結 果

か ら 、刺 網 お よ び 沖合 底 曳 網 漁 業 の漁 獲 量 は 日 高湾 ー の 来 遊 量お よ ひ 時 期 を反 映 し て 変 動 する が 、 定 置 網漁業

は 、 漁獲 量 の 変 動 が来 遊 量 以 外 の 要因 の 影 響 を 受け て い る こ とが 示 唆 さ れ た。 以 上 よ り 、 過去 の 漁 獲 割 合に応

じ て 漁業 別 に ． T．ACを 配 分 する 方 法 は 成魚を 対象と して行 われる 漁業 間では 妥当性 がある と判 断され る。一 方、

定置 網漁業 への′ Iヽ AC配分 に関し ては、 その漁 獲量 が資源 状態を 反映し たもの では ない点 に考慮 する必 要が ある。

  本学 位 論 文 に より 成 魚 期 に おけ る ス イ ッ チと 考 え ら れ る 産卵 時 期 と 場 所の 変 動 と そ れに お よ ぼ す 環境 要 因の

影 響 に関 す る 新 た な知 見 が 得 ら れ 、ス ケ ト ウ ダ ラ太 平 洋 系 群の 資源変 動機 構の解 明に向 けて有 益な´ 晴報 をもた

ら す こと が で き た 。今 後 、 本 研 究 の結 果 を 基 に 他の 成 長 段 階 にお け る 研 究 陪果 を 統 合 す る こと に よ り 、 太平洋

系 群 の資 源 変 動 機 溝に 及 ば す 環 境 の影 響 を さ ら に解 明 す る こ とが で き る と 期待 さ れ る 。 ま た、 ス ケ ト ウ ダラの

来 遊 およ び 分 布 と 漁業 の 関 係 か ら 得ら れ た 知 見 は、 資 源 管 理 方策 を 検 討 す る上 で 重 要 な 示 唆を 与 え る も のであ

った。これらの知見を取り入れたスケトウダラの資源管理手法のさらなる改善が期待される。
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学 位 論 文 題 名

スケトウダラ太平洋系群の資源変動におよぼす

    成魚期の海洋環境の影響に関する研究

  スケトウダラ（Theragra cha缸鬱・ammみ太平洋系群は，北方四島周辺から房総

半島までの太平洋沿岸に分布する日本最大のスケトウダラ資源である。本種は，国が

総許容漁獲量（T．AC）を定めて資源管理を行う対象資源に指定されており，適切な

資源の評価とそれに基づく管理カ泌要とされている。太平洋系群の資源量変動は，加

入量の変動が主な要因と考えられており，各成長段階において加入量決定に影響を与

える要因をスイッチとしたコンセプトモデルが提唱されている。そこで本研究は，主

要な漁獲対象でもある成魚期を対象とし，本系群の主産卵場と考えられている日高湾

周辺海域におレゝて，この期のスイッチと考えられる産卵時期および場所の変動とそれ

に与える海洋環境の影響を明らかにすることを目的とした。また，資源管理を考える

上で重要な漁業との関係について考察した。

  第3章では，成魚の分布と回遊について調べ，それらに与える海洋環境の影響を検

討した。成魚の分布は，日高湾において2004から2006年までの2シーズンにわたり

索餌期の終わりから産卵期まで計量魚群探知機を用いて時期別に観察し，地理情報シ

ステムを用レゝて魚の分布水温，塩分範囲と水塊を推定した。その結果，成魚は索餌期

に道東海域などの索餌場から低温低層水に沿って日高湾に来遊し，大陸棚上の主とし

て親潮水および親潮表層水中で産卵すると考えられた。また従来，産卵後も大部分が

日高湾にとどまると考えられていたが，親潮水に沿って道東海域などに移動している

ことが示された。

  第4章では，産卵時期の年変動とそれに影響を与える要因について検討した。産卵

時期の指標として日高湾への来遊時期に着目し，刺網漁業による1980年から2005年



までの月別漁獲量データを用いて，その長期変動を調べた。その結果，来遊時期には

Decadalな変動が認められ，1980年台および2000年以降は早い時期に来遊する魚の

割合は低かったが，1990年代はその割合が高かったことが明らかとなった。早い時

期に来遊する魚の割合は，魚のサイズとは有意な負の相関，索餌場である道東海域の

Neoca励珊cぬ活鰯ぬの分布量およ乙ぺ水深200mの水温と有意な正の相関を示した。

以上から産卵時期は魚のサイズと索餌期における環境の影響を受けて変動することが

示唆された。

  第5章では，産卵場所の形成とそれに影響を与える環境要因について検討した。そ

の結果，産卵場所は産卵盛期に日高湾に流入する寒冷な沿岸親潮水の分布状態の影響

を受けて変動することが明らかとなった。また，産卵盛期における音響資源調査の結

果から推定した日高湾における成魚の現存量と，VPAから推定された太平洋系群の

産卵親魚量を比較した結果，音響資源調査による親魚量の直接推定は資源モ二夕リン

グ手法として有用と考えられた。

  第6章では，成魚の分布および来遊時期が漁業にどのような影響を与えるか検討す

るため，音響資源調査で推定された成魚の分布密度と漁獲量の関係を漁業別に調べた。

その結果，刺網漁業の漁獲量および沖合底曳網漁業の12月以降の漁獲量は分布密度

と正の相関を示し，来遊時期の変動にあわせてこれら漁業の漁獲時期も変動していた。

一方，噴火湾内を漁場とする定置網漁業の漁獲量は，日高湾の分布量と相関がなかっ

た。これらの結果から，刺網および沖合底曳網漁業の漁獲量は，日高湾への来遊量お

よび時期を反映して変動するが，定置網漁業の漁獲量変動はこれとは別の要因の影響

を受けていることが示唆された。以上より，過去の漁獲割合に応じて漁業別にTAC

を配分する方法は，成魚を対象として行われる漁業間では妥当性があると判断される。

一方，定置網漁業へのTAC配分に関しては，その漁獲量が資源状態を反映したもの

ではない点に考慮する必要があると考えられる。

  さらに，これらの結果を基にして他の成長段階における研究結果を統合することに

より，太平洋系群の資源変動機構に及ぼす環境の役割をさらに解明することができる

と期待される。また，スケトウダラの来遊および分布と漁業の関係から得られた知見

は，資源管理方策を検討する上で重要な示唆を与えるものであった。これらの知見を

取り入れたスケトウダラの資源管理手法のさらなる改善が期待される。

  以上の通り，申請者はスケトウダラ太平洋系群の成魚期のスイッチと環境の影響に

関して新知見を得たものであり，資源変動機構の解明と，その知見の資源管理への応

用に対して貢献するところ大なるものがある。

  よって，申請者は博士儀競科学）の学位を受けるのに充分な資格を有するものと

判定した。


